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Ⅰ 調査の概要 
 

この調査は，「第３次芦屋市男女共同参画行動計画ウィザス・プラン」及び「芦屋市

配偶者等からの暴力対策基本計画」の見直しに当たって，市民の男女共同参画に関する

意識や意見等を把握し，「芦屋市女性活躍推進計画」を含む今後の計画づくりのための

基礎的な資料とすることを目的として，平成 28年（2016 年）８月，本市に居住する

18 歳以上の市民 2,000 人（男女各 1,000 人）を対象に実施しました。 

 

 
配付数 有効回収数 有効回収率 

全 体 2,000 件 965 件 48.3％ 

女 性 1,000 件 535 件 53.5％ 

男 性 1,000 件 415 件 41.5％ 

※有効回収数の全体には，無回答 15件が含まれています。 

※性別の選択肢は，「１．女性」「２．男性」「３．（   ）」としましたが，３の回答は０人。 

 

Ⅱ 回答者の属性 
 

性別構成比は，女性 55.4％，男性 43.0％と女性が過半数を占めており，年代別構成

は，70 歳代が 21.0％と最も高く，10 歳代から 50 歳代の合計は５割弱（48.3％），

60 歳以上が５割強（50.5％）を占めています。職業別構成比は，「主婦・主夫」が 24.8％

と最も高く，続いて「無職（23.4％）」，「正社員・正職員（常勤）（22.2％）」の順となっ

ています。家族構成は，「二世代世帯（親と子など）」が 39.9％と最も高く，続いて「一

世代世帯（夫婦，兄弟，姉妹だけなど）」が 37.7％となっています。 

 
 １ 性別 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 年齢別構成 

 

 

 

 

 

 

 

9.9

11.0

8.9

11.2

12.1

10.4

14.0

14.2

14.2

13.2

14.6

11.6

18.5

19.6

17.6

21.0

20.4

22.7

11.0

7.9

14.7

1.1

0.2

凡例（％）

全体(N=965)

【性別】

女性(n=535)

男性(n=415)

29歳以下 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 無回答

女性

55.4%

男性

43.0%

無回答

1.6%

全体(N=965)
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Ⅲ 調査結果 

 

【１】男女平等意識について 

次の各分野における男女の平等意識について，「平等である」への回答をみると，「⑤

学校教育の場」が 61.6％と最も高く，続いて「④地域活動の場」（47.9％），「①家庭

生活の場」（40.7％），「⑦法律や制度の上」（39.0％）の順となっています。 

『男性優遇※』意識の割合については，「⑧社会通念や慣習，しきたり等」（73.7％），

「⑨社会全体」（67.4％），「③職場の中（賃金・昇進等）」（65.2％）の順に高くなって

います。 

【全体(N=965)】

9.5

15.6

20.0

2.5

1.7

21.7

10.8

21.3

12.8

33.5

46.4

45.2

20.9

11.6

41.9

30.2

52.4

54.6

40.7

20.8

19.0

47.9

61.6

20.7

39.0

14.2

19.3

5.7

2.0

0.6

6.1

4.0

2.1

4.2

1.8

1.8

1.8

0.7

0.4

0.9

0.3

0.3

0.6

0.3

1.1

8.8

14.4

14.8

21.6

20.8

13.4

15.2

10.0

10.4

凡例（％）

【全体(N=965)】

①家庭生活の場

②就職・雇用

③職場の中（賃金・昇進等）

④地域活動の場

⑤学校教育の場

⑥政治の場

⑦法律や制度の上

⑧社会通念や慣習，しきたり等

⑨社会全体

男性が

優遇され

ている

どちらか

といえば

男性が

優遇され

ている

平等

である

どちらか

といえば

女性が

優遇され

ている

女性が

優遇され

ている

わからない

・無回答

 

 

※「男性が優遇されている」と「どちらかといえば男性が優遇されている」を合わせて『男性優遇』としています。 

 

【２】結婚・家庭生活に関する考えについて 

１ 結婚・家庭生活に関する考えについて 

『賛成意向※』の割合が高い順に「①結婚は個人の自由であるから，結婚してもしな

くてもどちらでもよい」（73.2％），「⑤結婚してもやり直したいときは離婚してもよい」

（65.6％）となっています。 

逆に『反対意向※』の割合が高い順では，「②夫は外で働き，妻は家庭を守るべきであ

る」（62.1％），「③女性は結婚したら，自分自身のことより，夫や子どもなど家族を中

心に考えて生活したほうがよい」（55.8％）となっています。 
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【全体(N=965)】

45.2

6.0

6.0

25.9

36.1

28.0

25.5

31.3

23.3

29.5

11.8

18.4

21.0

17.9

12.5

10.1

43.7

34.8

24.0

9.8

5.0

6.3

6.8

8.8

12.0

凡例（％）

【全体(N=965)】

①結婚は個人の自由であるから，

結婚してもしなくてもどちらでもよい

②夫は外で働き，妻は家庭を守るべきである

③女性は結婚したら，自分自身のことより，夫や

子どもなど家族を中心に考えて生活したほうがよい

④結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない

⑤結婚してもやり直したいときは離婚してもよい

そう思う どちらかと

いえば

そう思う

どちらかと

いえばそう

思わない

そう

思わない

わからない

・無回答

 

※「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせて『賛成意向』，「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」を合わせて『反

対意向』としています。 

 

 

２ 男性が家事や子育て等を行うイメージについて 

「男性も家事，子育て，介護を行うことは当然である」の割合が 58.7％と最も高く，

次いで「仕事と両立させることは，現実として難しい」（55.0％）となっています。性

別では，男性に比べて女性で「子どもにいい影響を与える」「家事，子育て，介護を行

う男性は，時間の使い方が効率的で，仕事もできる」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58.7

55.0

41.5

24.1

19.5

19.2

7.0

2.5

0.5

3.1

1.8

3.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

男性も家事，子育て，介護

を行うことは当然である

仕事と両立させることは，

現実として難しい

子どもにいい影響を与える

家事，子育て，介護を行う男性は，時間

の使い方が効率的で，仕事もできる

家事，子育て，介護は女性

のほうが向いている

男性自身も充実感が得られる

妻が家事，子育て，介護を

していないと誤解される

周りから冷たい目で見られる

男性は，家事，子育て，介護

を行うべきではない

その他

特にない

無回答

全体(N=965)

（％）

57.0

53.8

46.7

27.7

17.6

19.8

8.0

2.4

0.7

4.1

1.7

3.9

61.0

56.6

34.7

19.5

22.4

17.6

5.8

2.7

0.2

1.9

1.9

3.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

女性(n=535)

男性(n=415)
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３ 男性が積極的に家事や子育て等を行うために必要なこと 

「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかる」の割合が 61.6％と最も高く，

次いで「当事者（夫婦間）の考えを尊重し，周りの人が固定的な観念等を押しつけない」

（52.1％），「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくす」

（48.3％），「労働時間の短縮や休暇制度を普及し，仕事以外の時間を多くもてるように

する」（45.3％）の順となっています。 

61.6

52.1

48.3

45.3

36.0

22.6

22.3

21.0

18.8

16.7

15.4

5.1

4.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかる

当事者（夫婦間）の考えを尊重し，周りの人が

固定的な観念等を押しつけない

男性が家事などに参加することに対する

男性自身の抵抗感をなくす

労働時間の短縮や休暇制度を普及し，

仕事以外の時間を多くもてるようにする

社会の中で，男性による家事，子育て，介護，

地域の活動についても，その評価を高める

男性が子育てや介護，地域の活動を行うための，

仲間（ネットワーク）づくりを進める

男性が家事などに関心を高める

よう啓発や情報提供を行う

男性の家事や子育て，介護等の技能を高める

仕事との両立がバランスよくできるよう，男性

向けの参加しやすい講座を開催する

男性が家事などに参加することに

対する女性の抵抗感をなくす

学校の家庭科が必修でなかった（おおむね40歳

以上の）男性が講座等で家事などの知識を得る

その他

無回答

全体(N=965)

（％）
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【３】子どもの教育について 

１ 子育てについての考え方 

もし子どもがいた場合の，子育てについての考え方を聞いたところ，「①男女区別せ

ず，個人の能力や性格に応じて，その子らしく育てるのがよい」は８割以上（84.7％）

が「そう思う」と回答しており，「ややそう思う」（11.8％）を合わせると肯定派は 96.5％

になっています。 

「②男の子は男らしく，女の子は女らしく育てるのがよい」は，「ややそう思う」が

29.0％と最も高く，「そう思う」（27.7％）を合わせると肯定派は過半数（56.7％）を

占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 子どもの性別による生き方の重要度 

もし子どもがいた場合，子どもにはどのような生き方をしてほしいかを聞いたところ，

女の子は「①社会的な地位を得るように」は「あまり重要ではない」の割合が高く，「③

家事など身の回りのことが自分でできるように」を「重要」とする割合が高くなってい

ます。一方，男の子は「②経済的に自立できるように」を「重要」とする割合が高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

84.7

27.7

11.8

29.0

1.2

28.5

0.7

12.3

1.6

2.5

凡例（％）

全体(N=965)

①男女区別せず，個人の能力や性格に

応じて，その子らしく育てるのがよい

②男の子は男らしく，女の子は

女らしく育てるのがよい

そう思う やや

そう思う

あまりそう

思わない

そう

思わない

無回答

9.7

30.7

51.7

87.0

75.0

51.1

65.2

78.8

65.7

76.5

31.2

38.0

38.9

8.1

20.6

39.3

29.5

15.8

28.6

17.2

43.3

18.7

5.4

0.4

0.8

4.0

1.7

0.5

2.0

1.2

10.5

6.4

0.7

0.1

0.2

0.3

0.3

0.2

5.3

6.2

3.3

4.4

3.3

5.3

3.3

5.0

3.5

5.1

全体(N=965) 凡例（％）

女の子

男の子

女の子

男の子

女の子

男の子

女の子

男の子

女の子

男の子

重要 やや

重要

あまり

重要で
はない

重要で

はない

無回答

【①社会的な地位を得るように】

【②経済的に自立できるように】

【③家事など身の回りのことが自分でできるように】

【④自分の意見をはっきりと言える人に】

【⑤本人の個性や才能を活かせるように】
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【４】職業生活について 

１ 女性が職業をもつことについて 

女性が職業をもつことについては，「結婚や出産，子育てにかかわらず，職業をもち

続けるのがよい」の割合が 35.4％と最も高く，ほぼ並んで「結婚しても職業をもち続

け，子どもができたら辞めて，大きくなったら再び職業をもつのがよい」（34.9％）が

続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 女性が活躍できる仕事・職場環境に必要なこと 

「育児・介護との両立に職場の支援制度が整っていること」が 69.1％と最も高く，

次いで「上司や同僚が，女性が働くことに理解があること」（66.7％）となっており，

性別でも男女ともに，過半数を大きく上回っています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

69.1

66.7

50.9

50.7

44.1

34.6

16.5

4.5

5.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

育児・介護との両立に職場の

支援制度が整っていること

上司や同僚が，女性が働く

ことに理解があること

仕事が適正に評価されること

長時間労働の必要がないことや，

勤務時間が柔軟であること

仕事の内容にやりがいがあること

職場のトップが女性の活躍

の促進に積極的であること

身近に活躍している女性

（ロールモデル）がいること

その他

無回答

全体(N=965)

（％）

73.1

69.9

54.8

55.5

48.0

35.1

17.4

3.6

4.9

64.6

63.1

46.5

45.1

38.8

34.0

15.7

5.5

5.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

女性(n=535)

男性(n=415)

1.1

3.5

6.9

34.9

35.4

7.7

5.4

5.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

女性は職業をもたないほうがよい

結婚するまで職業をもち，結婚

とともに辞めるほうがよい

結婚しても職業をもち続け，子どもが

できたら辞めるほうがよい

結婚しても職業をもち続け，子どもができたら

辞めて，大きくなったら再び職業をもつのがよい

結婚や出産，子育てにかかわらず，

職業をもち続けるのがよい

その他

わからない

無回答

全体(N=965)

（％）
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３ 女性が働き続けるために必要なこと 

女性が出産や介護による離職をしないで，同じ職場で働き続けるために，家庭・社会・

職場において必要なことを聞いたところ，「保育所や学童保育など，子どもを預けられ

る環境の整備」の割合が 80.4％と最も高く，次いで「介護支援サービスの充実」

（61.6％），「職場における育児・介護との両立支援制度の充実」（54.4％）の順となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 離職した女性の社会復帰について 

再び社会で活動する仕方として，望ましいと思うものを聞いたところ，「これまでの

知識・経験・資格等を生かして働けることを重視し，正社員として再就職する」の割合

が 57.3％と最も高く，次いで「仕事と家事・育児・介護の両立しやすさなどを重視し，

正社員として再就職する」（56.3％）となっており，それぞれ過半数を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）育児・介護ボランティア，ＰＴＡ，防災・治安

パトロール，環境を守る活動など 

57.3

56.3

43.8

17.4

16.6

7.9

1.5

3.9

3.0

5.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

これまでの知識・経験・資格等を生かして働ける

ことを重視し，正社員として再就職する

仕事と家事・育児・介護の両立しやすさなどを

重視し，正社員として再就職する

これまでの知識・経験を生かして働けることと，働く時間や場所

の両方を重視して，パート・アルバイトなどで再就職する

家事・育児・介護の経験を生かした仕事により，地域に

貢献する（ヘルパー，保育補助，家事代行など）

これまでの経験を生かして，ボランティアや

ＮＰＯ活動で地域に貢献する（※）

これまでの経験を生かして，起業又はＮＰＯの立ち上げを行う

（小売店経営，ＩＴ企業設立，ボランティア，ＮＰＯ団体設立など）

家事以外で活動する必要はない

その他

特にない

無回答 全体(N=965)

（％）

80.4

61.6

54.4

48.6

47.4

45.3

45.1

38.4

38.1

26.0

1.9

1.2

4.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

保育所や学童保育など，子どもを

預けられる環境の整備

介護支援サービスの充実

職場における育児・介護との

両立支援制度の充実

女性が働き続けることへの

周囲の理解，意識改革

男性の家事参加への理解，意識改革

短時間勤務制度や在宅

勤務制度などの導入

家事・育児支援サービスの充実

育児や介護による仕事への制約を理由とした

昇進などへの不利益な取扱いの禁止

男女双方の長時間労働の

改善を含めた働き方改革

働き続けることへの女性自身の意識改革

その他

特にない

無回答 全体(N=965)

（％）
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【５】市民活動における男女協力の状況について 

地域での様々な市民活動において，男性と女性の協力は実際にどのようにされている

か聞いたところ，「それぞれの持ち分を分担し，協力しあっている」の割合が 36.9％と

最も高く，次いで「ほとんど対等に協力しあっている」（21.4％）の順となっています。 

性別では，女性に比べて男性で「ほとんど対等に協力しあっている」が高く，性別に

よる差が大きくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.9

21.4

9.8

9.1

4.2

1.1

11.8

5.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

それぞれの持ち分を分担し，

協力しあっている

ほとんど対等に協力しあっている

女性が主体となっており，

男性はあまり参加していない

実質的には女性が担っているが，

代表・役員には男性が就いている

男性が主体となっており，

女性はあまり参加していない

その他

わからない

無回答
全体(n=569)

（％）

38.8

17.5

11.5

9.8

2.1

0.9

13.6

5.9

34.5

27.4

7.6

8.1

7.6

1.3

8.5

4.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

女性(n=338)

男性(n=223)
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【６】配偶者や交際相手からの暴力等について 

１ 配偶者からのＤＶ経験（過去５年間）について 

「④大声でどなられたり，ことばによる暴力をあびせられた」で「１，２度あった」

の割合が 12.6％と高く，「何度もあった」（6.4％）を合わせるとほぼ５人に１人

（19.0％）が経験したことがあると回答しています。 

0.2

0.0

0.6

6.4

1.8

1.2

0.8

1.7

0.6

0.6

0.6

2.0

12.6

1.4

2.1

1.8

6.7

1.8

95.7

95.6

93.9

78.9

93.5

93.0

94.1

88.8

93.5

3.5

3.8

3.5

2.1

3.3

3.6

3.3

2.9

4.1

凡例（％）

全体(n=658)

①命の危険を感じるくらい

の暴力を受けた

②医師の治療が必要となる

程度の暴行を受けた

③医師の治療が必要となら

ない程度の暴行を受けた

④大声でどなられたり、ことば

による暴力をあびせられた

⑤生活費を渡してくれなかった

⑥交友関係や電話・メール

を細かく監視された

⑦危害が加えられるのではと恐怖

を感じるほどの脅しを受けた

⑧何を言っても無視され続けた

⑨あなたがいやがっているのに

性的な行為を強要された

何度もあった １，２度あった まったくない 無回答

 

 

２ 交際相手からのＤＶ経験（過去５年間）について 

「④大声でどなられたり，ことばによる暴力をあびせられた」がやや高く，「１，２

度あった」（7.7％），「何度もあった」（3.4％）を合わせると約１割（11.1％）が経験

したことがあると回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.5

0.5

3.4

1.4

1.4

0.5

1.4

0.5

0.5

7.7

3.8

3.4

1.4

4.8

1.4

98.6

99.0

99.0

88.9

94.7

95.2

98.1

93.8

98.1

1.0

0.5

0.5

凡例（％）

全体(n=208)

①命の危険を感じるくらい

の暴力を受けた

②医師の治療が必要となる

程度の暴行を受けた

③医師の治療が必要となら

ない程度の暴行を受けた

④大声でどなられたり、ことば

による暴力をあびせられた

⑤金銭的な依存や強要を受けた

⑥交友関係や電話・メール

を細かく監視された

⑦危害が加えられるのではと恐怖

を感じるほどの脅しを受けた

⑧何を言っても無視され続けた

⑨あなたがいやがっているのに

性的な行為を強要された

何度もあった １，２度あった まったくない 無回答
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【７】男女共同参画推進にとって重要なことについて 

「保育の施設・サービス，高齢者や病人の施設や介護サービスを充実する」の割合が

59.7％と最も高く，ほぼ並んで「子育てや介護等で，いったん仕事を辞めた人の再就職

を支援する」（58.3％）が続きます。以下，「子育てや介護中であっても，仕事が続けら

れるようにする」（51.0％），「法律や制度の見直し・強化（仕事と生活の両立支援，雇

用均等，女性登用等）」（49.8％），「労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女ともに働

き方の見直しを進める」（48.4％）の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※育児・介護ボランティア，ＰＴＡ，防災・治安パトロール，環境を守る活動など
59.7

58.3

51.0

49.8

48.4

35.6

33.5

31.9

18.9

18.4

16.4

2.8

4.0

6.2

0.0 20.0 40.0 60.0

保育の施設・サービス，高齢者や病人

の施設や介護サービスを充実する

子育てや介護等で，いったん仕事を

辞めた人の再就職を支援する

子育てや介護中であっても，

仕事が続けられるようにする

法律や制度の見直し・強化（仕事と生活

の両立支援，雇用均等，女性登用等）

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など

男女ともに働き方の見直しを進める

国・自治体の審議会委員や管理職など，

政策決定の場に女性を積極的に登用する

民間企業・団体等の管理職に

女性の登用が進むよう支援する

これまで女性が少なかった分野（研究者等）

への女性の進出を支援する

女性や男性の生き方や悩みに

関する相談の場を提供する

男女の平等と相互の理解や

協力について広報・ＰＲする

男女の平等と相互の理解や協力

について学習機会を充実する

その他

特にない

無回答

全体(N=965)

（％）
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